
第３４回議会運営委員会 
 

と き 平成２９年３月２２日（水） 

午前１１時 

ところ 第２委員会室 

付議事項 

１ 政務活動費について（資料１） 

 

 

 

２ 議員研修会について（資料２） 

 

 

 

３ 平成２９年第１回（３月）定例会に関する事項について 

（１）閉会中の継続審査について 

   民生福祉常任委員会において審査中の議案第３０号「山陽小野田市空家

等対策の推進に関する条例の制定について」が継続審査となった。これに

ついて諮る。 

（２）議事日程変更案について 

月 日 曜 開議時刻 会議名 摘要 

３ ２３ 木 午前１０時 本会議 

・付託案件（平成２９年度関係）に対する委員

長報告、質疑、討論及び採決 

・議案１件の閉会中の継続審査について 

・閉会中の調査事項について 

 

４ その他 
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政務活動費使途基準 

平成２９年４月１日施行 
 

区 分 内 容 交付対象となる具体例 

調査研究費 会派及び無所属議員が行う
市の事務、地方行財政等に
関する調査研究及び調査委
託に要する経費 

〇先進地視察に係る交通費、宿泊費 
〇調査委託料 
〇研究会会場借上料、資料作成費 
〇研究会出席負担金、交通費、宿泊費 

研 修 費 会派及び無所属議員が研修
会を開催するために必要な
経費、団体等が開催する研
修会に参加に要する経費 

〇研修会会場借上料、講師謝礼、資料作
成費、通信運搬費 

〇研修会出席負担金、交通費、宿泊費 

広 報 費 会派及び無所属議員が行う
活動、市政について住民に

報告するために要する経費 

〇市政報告会等会場借上料、茶菓子代、
資料作成費、通信運搬費 

〇会派及び無所属議員が発行する広報
紙等の印刷製本費、通信運搬費 

〇ホームページの作成・更新費 

広 聴 費 会派及び無所属議員が行う
住民からの市政及び会派及
び無所属議員の活動に対す
る要望、意見の聴取、住民相
談等の活動に要する経費 

〇広聴会会場借上料、茶菓子代、資料作
成費、通信運搬費 

会 議 費 会派及び無所属議員が行う
各種会議、団体等が開催す
る意見交換会等各種会議へ

の会派及び無所属議員とし
ての参加に要する経費 

〇各種会議会場借上料、茶菓子代、資料
作成費、通信運搬費 

〇意見交換会等出席負担金、交通費、宿

泊費 

資料作成費 会派及び無所属議員が行う
活動に必要な資料の作成に
関する経費 

〇資料の印刷製本費、翻訳料 
〇資料作成に必要な事務機器及び消耗
品の購入費又はリース代（パソコン・
カメラ・文具等） 

資料購入費 会派及び無所属議員が行う
活動に必要な図書、資料等
の購入に要する経費 

〇図書・資料等購入費 
〇新聞等購読料 
〇有料データベース利用料 

人 件 費 会派及び無所属議員が行う
活動を補助する職員を雇用

する経費 

〇会派及び無所属議員が行う活動を補
助するために会派及び無所属議員が

雇用した者に対する賃金等 

事 務 所 費  会派及び無所属議員が行う
活動に必要な事務所の設
置、管理に要する経費 

〇事務所の賃借料、維持管理費、光熱水
費、通信運搬費、事務機器購入費又は
リース代 

資料１ 
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政務活動費から支出できない経費 

区  分 具 体 例 

交際費及びこれに類する経費 〇餞
せん

別、慶弔、寸志、見舞い 

〇年賀状購入・印刷費 

〇名刺作成費 

政党活動に関する経費 〇党費、党大会参加費及び旅費 

〇政党の宣伝活動に要する経費 

〇政党活動に使用する資料等の作成・購入費 

選挙活動に関する経費 〇選挙活動に関する経費 

〇後援会活動に関する経費 

〇パンフレット、ビラ等の印刷及び発送費 

挨拶・飲食が主な目的の会合等に

関する経費 

〇新年会、落成式、記念パーティーの参加費 

〇懇親会、親睦会等に要する経費 

議員個人の私的活動に関する経

費 

〇自治会費、××会会費 

〇災害地への寄附・支援活動の参加経費 

〇議員個人（無所属議員除く）の新聞購読料 

〇主に私生活で使用する物品の購入費 

その他 〇政務活動と関係性が希薄な経費 

〇議員個人（無所属議員除く）の広報紙 

〇議員（無所属議員除く）が個人で主催する市

政報告会等の開催経費 

〇社会通念上不適切とされる経費（配偶者に対

する人件費・旅費の支出等） 

〇適正な会計処理を逸脱する支出（多年度分の

支出等） 
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１ 調査研究費 

 

内容  

会派及び無所属議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査

委託に要する経費 

 

支出できるもの 

 ・ 先進地視察に係る交通費、宿泊費 

 ・ 調査のために借り上げたマイクロバス、レンタカー代等 

 ・ 調査業務の外部委託料 

・ 研究会会場借上料、資料作成費 

・ 研究会出席負担金、交通費、宿泊費 

 

支出できないもの 

 ・ 会派で承認されていない議員個人の調査旅費 

 ・ グリーン車 

・ 旅行傷害保険料 

 

留意事項 

 ・ 交通費、宿泊料は実費とすること。宿泊料は「山陽小野田市職員等の旅費に

関する条例」に定められた金額１３，１００円を上限とし、宿泊料のみの実費

精算が困難な場合等、やむを得ない理由がある場合の朝食代は宿泊費に含むこ

と。 

・ 会派及び無所属議員が行う調査研究活動は公務ではないため、日当は支出し

ないこと。 

・ 調査活動に自家用車を使用した場合のガソリン代、高速道路通行料について

は実費とすること。 

・ 調査旅費の領収書等については、交通費と宿泊費等、それぞれの明細が分か

るものを添付すること。 

 ・ 視察先への手土産代については１か所につき２，０００円以内とすること。 

・ 議員個人の研究のための調査等は会派内で調整すること。 

 ・ 視察時におけるキャンセル料は、次の場合に認めること。 

  （１） 公務による場合 

  （２） 本人が病気や怪我等により取り止める場合 

  （３） 親族の病気や怪我によって本人が世話をしなければならない場合 
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  （４） 親族の葬儀に出席しなければならない場合 

  （５） 視察先及び本市において天災が発生した場合 

  （６） やむを得ない事情により議長が認めた場合 

 ・ 視察報告書は速やかに作成し、添付すること。 

 ・ マイクロバス、レンタカー代等の借上げは、ほかに利用できる公共交通機関

がない等の合理的な理由があること。 

 ・ 外部に委託して調査研究を行うときは、業務委託契約書を作成すること。 
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２ 研修費 

 

内容  

会派及び無所属議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する

研修会の参加に要する経費 

 

支出できるもの 

 ・ 研修会会場借上料、講師謝礼、資料作成費、通信運搬費、茶菓子代 

 ・ 研修会出席負担金、交通費、宿泊費 

 ・ 研修会の参加費等に係る振込手数料 

 

支出できないもの 

・ 会派で承認されていない議員個人の研修旅費 

 ・ グリーン車 

・ 旅行傷害保険料 

・ 政党活動に伴う党費、党大会賛助金、政党主催セミナーの会費等 

・ 慶弔餞
せん

別費等（病気見舞い、香典、祝い金、餞
せん

別、寸志、中元、歳暮等の費

用、慶弔電報、年賀状の購入費又は印刷等の経費等） 

・ 個人の立場で加入している団体などの会費等（町内会費、ＰＴＡ会費等） 

・ 各種団体への寄附カンパ 

・ 飲食を目的とする懇親会費（交通費、宿泊費を含む） 

・ 研修会等の会場として不適当と考えられる場所で行われる会合に係る経費 

 ・ 研修会等への一般参加者への食事代 

 ・ 研修会等に参加し、その終了後に開催される飲食を伴う意見交換会の会費 

  

留意事項 

 ・ 交通費、宿泊料は実費とすること。宿泊料は「山陽小野田市職員等の旅費に

関する条例」に定められた金額１３，１００円を上限とし、宿泊料のみの実費

精算が困難な場合等、やむを得ない理由がある場合の朝食代は宿泊費に含むこ

と。 

・ 日当は支出しないこと。 

・ 自家用車を使用した場合のガソリン代、高速道路通行料については実費とす

ること。 

・ 旅費の領収書等については、交通費と宿泊費等、それぞれの明細が分かるも

のを添付すること。 
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 ・ 視察時におけるキャンセル料は、次の場合に認めること。 

  （１） 公務による場合 

  （２） 本人が病気や怪我等により取り止める場合 

  （３） 親族の病気や怪我によって本人が世話をしなければならない場合 

  （４） 親族の葬儀に出席しなければならない場合 

  （５） 視察先及び本市において天災が発生した場合 

  （６） やむを得ない事情により議長が認めた場合 

 ・ マイクロバス、レンタカー代等の借上げは、ほかに利用できる公共交通機関

がない等の合理的な理由があること。 

・ 会派の了承を得た場合は、議員個人が参加した研修会に係る経費についても

支出できるものとすること。 

・ 原則として食事代や意見交換会等の会費は認められないが、研修出席者負担

金の中に含まれ、かつ、負担金と食事代が分割できない場合は例外として認め

るものとすること。 

・ 政党が主催する研修会等については、参加資格が党員に限定されず、一般参

加が可能であること。 

 ・ 山陽小野田市民に対する飲食の提供は公職選挙法で禁止されている寄付行為

に該当するため、主催する研修会等の講師への食事等の提供に当たっては注意

すること。 

 ・ 会派及び無所属議員が主催する研修会等については、開催日時、場所、参加

人数、内容、開催に要した経費を記載した報告書を提出すること。また、議員

が飲食した分については政務活動費から支出しないこと。 

 ・ たとえ貴重な情報交換や懇談の場であるとしても、議員同士の懇親会は研修

費には当たらないこと。 

・ 茶菓子代は、参加した市民に対するものとし、湯茶、お茶請け程度の茶菓子

代とすること。 

 ・ 会場借上料には冷暖房料も含めるものとすること。 
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３ 広報費 

 

内容  

会派及び無所属議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経

費 

 

支出できるもの 

 ・ 市政報告会等会場借上料、資料作成費、通信運搬費、茶菓子代 

 ・ ホームページの作成費、更新費 

 ・ 会派及び無所属議員が発行する広報紙等の印刷製本費、通信運搬費 

 

支出できないもの 

 ・ 報告会等の会場として不適当と考えられる場所で行われる会合に係る経費 

 ・ 特定の団体（政党、後援会等）の構成員のみを対象とする広報紙や報告会に

係る経費 

 

留意事項 

 ・ 広報紙及びホームページに政務活動以外の活動等に関する掲載をしている場

合は、支出できないこと。 

 ・ 会派の了承を得た場合は、議員個人が発行する広報紙及びホームページの作

成、維持管理に係る経費についても認めること。 

 ・ 広報紙、ホームページ（会派の了承を得たものも含む）には会派名又は個人

名を掲載し、会派代表者又は個人（発行責任者）の連絡先を発行元の連絡先と

して掲載すること。 

 ・ 広報紙を作成した場合は、成果品を一部提出すること。 

 ・ 外部に委託して広報紙を作成する場合は、市内の業者を優先すること。 

 ・ 印刷物等を発送する際は、原則として切手を使用せず別納郵便等による窓口

払いとすること。 

 ・ 切手、はがきを購入した場合は切手等使用台帳に必要事項（月日、件名等）を

記入し、出入の数量の管理をするとともに、支出伝票にも使用目的や内容を記

載するものとする。なお、年度末に未使用のものは現品相当額が返還の対象と

なるので留意すること。 
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４ 広聴費 

 

内容  

会派及び無所属議員が行う住民からの市政及び会派及び無所属議員の活動に対

する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費 

 

支出できるもの 

・ 広聴会会場借上料、資料作成費、通信運搬費、茶菓子代 

  

支出できないもの 

 ・ 広聴会、住民相談会等の会場として不適当と考えられる場所で行われる会合

に係る経費 

・ 飲食を目的とする懇親会費 

 

留意事項 

 ・ アンケートの作成費等を計上する場合は、成果品を一部提出すること。 

・ 外部に委託してアンケートを作成する場合は、市内の業者を優先すること。 

 ・ 意見交換会等で会場借上料を計上する場合は、名称、開催日時、会場、参加

議員名、及び参加人数、開催に要した経費を記載した書類を提出すること。 
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５ 会議費 

 

内容  

会派及び無所属議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議

への会派及び無所属議員としての参加に要する経費 

 

支出できるもの 

 ・ 会場借上料、資料作成費、通信運搬費、駐車場代 

 ・ 会派及び無所属議員が行う会合に要する経費 

・ 意見交換会等出席負担金、交通費、宿泊費 

  

支出できないもの 

・ 会派で承認されていない議員個人の会議旅費 

 ・ グリーン車 

・ 旅行傷害保険料 

 ・ 会議の会場として不適当と考えられる場所で行われる会合に係る経費 

 ・ 会議における一般参加者への食事代 

・ 飲食を目的とする懇親会費 

・ 会議終了後に開催される飲食を伴う意見交換会等の会費、交通費、宿泊費 

 

留意事項 

 ・ 交通費、宿泊料は実費とすること。宿泊料は「山陽小野田市職員等の旅費に

関する条例」に定められた金額１３，１００円を上限とし、宿泊料のみの実費

精算が困難な場合等、やむを得ない理由がある場合の朝食代は宿泊費に含むこ

と。 

・ 日当は支出しないこと。 

・ 自家用車を使用した場合のガソリン代、高速道路通行料については実費とす

ること。 

・ 旅費の領収書等については、交通費と宿泊費等、それぞれの明細が分かるも

のを添付すること。 

 ・ 会派の了承を得た場合は、議員個人の会議に係る経費についても支出できる

ものとすること。 

 ・ 視察時におけるキャンセル料は、次の場合に認めること。 

  （１） 公務による場合 

  （２） 本人が病気や怪我等により取り止める場合 
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  （３） 親族の病気や怪我によって本人が世話をしなければならない場合 

  （４） 親族の葬儀に出席しなければならない場合 

  （５） 視察先及び本市において天災が発生した場合 

  （６） やむを得ない事情により議長が認めた場合 

  ・ マイクロバス、レンタカー代等の借上げは、ほかに利用できる公共交通機

関がない等の合理的な理由があること。 

・ 会議における会場借上料を計上する場合は、名称、開催日時、会場、参加

議員名、参加人数及び開催に要した経費を記載した書類を提出すること。 
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６ 資料作成費 

 

内容  

会派及び無所属議員が行う活動に必要な資料の作成に関する経費 

 

支出できるもの 

 ・ 資料作成に伴う印刷製本費、翻訳料 

 ・ 資料作成に必要な事務機器、消耗品等の購入費又はリース料（パソコン、コ

ピー機等）。また、それらに係る必要経費（トナー、保守点検料、修理代等） 

 

支出できないもの 

・ 事務機器等に係る保険料 

 ・ 選挙活動に属する費用 

 ・ 後援会や政党が発行する印刷費用 

 ・ 儀礼、交際に属する印刷物等 

 

留意事項 

 ・ 政務活動費（一部を含む）で購入した事務機器、消耗品等については、政務

活動以外で使用しないこと。 

 ・ 資料作成委託については、委託先、委託期間、委託内容、委託金額等が記載

された委託契約書等を作成し、その写しを提出すること。（契約者は会派の代

表者又は所属議員及び無所属議員とする） 

 ・ 事務機器及び消耗品等の購入や資料の作成を外部に委託する場合は、市内の

業者を優先すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



~ 12 ~ 
 

 

７ 資料購入費 

 

内容  

会派及び無所属議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費 

 

支出できるもの 

・ 書籍（領収書には本の名称が必要） 

 ・ 新聞（領収書には新聞の名称が必要） 

 ・ 雑誌（領収書には雑誌の名称が必要） 

 ・ 有料データベース利用料 

 

支出できないもの 

 ・ 政務活動に適さない図書等 

 ・ 書画、骨董に類するもの 

 ・ 所属する政党の機関誌 

 ・ スポーツ新聞 

 ・ 自己啓発的な意味合いのある図書等 

 

留意事項 

 ・ 政務活動費の対象となる新聞代は、市政に関連し調査研究に資すると認めら

れるものであること。 

・ 会派が調査研究のために新聞を購読する場合、２紙分までは政務活動費とし

て認めること。ただし、会派全員が読める状態にしておくこと。 

・ 無所属議員が調査研究のために新聞を購読する場合、１紙分は自己負担とし、

それ以外の２紙分までを政務活動費として認めること。ただし、領収書は１紙

分（自己負担分）から添付すること。 

・ 一定期間の購読料の支払いが伴う定期刊行物の購読契約を行う場合、その期

間は単年度会計の原則から当該年度に収まらなければならない。契約期間がま

たいでいる場合の支出については、３月購読分までは現年度に支出、４月以降

の購読分は翌年度に支出し、金額は月数に応じて案分すること。 

・ 住宅地図等、私的活動や選挙活動等にも利用できるものについては、政務活

動以外に使用しないこと。 

・ 書籍、ＣＤ、ＤＶＤ等を購入する際には領収書等にその名称やタイトルを記

載すること。 

 ・ 個人から購入したものについては認めないこと。 
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 ・ 購入に当たっては市内業者を優先すること。 
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８ 人件費 

 

内容  

会派及び無所属議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費 

 

支出できるもの 

 ・ 会派及び無所属議員が行う活動を補助するために雇用した職員の賃金 

 ・ 研修会等の受付などのアルバイト代 

 

支出できないもの 

 ・ 政務活動以外の業務（政党活動や後援会活動など）の雇用に要する経費 

 

留意事項 

 ・ 雇用契約書を作成すること。 

 ・ 勤務日数が分かるように出勤簿などを作成し保管すること。 

 ・ 雇用した職員を政務活動の補助業務以外の業務にも従事させている場合は、

就業時間の割合に応じて案分して支払うこと。 

 ・ 議員の配偶者、親族を雇用することは誤解を招くおそれがあることから避け

ること。 
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９ 事務所費 

 

内容 

 会派及び無所属議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費 

 

支出できるもの 

 ・ 事務所賃借料、維持管理費、光熱水費、通信運搬費、事務機器購入費又はリ

ース代 

 

支出できないもの 

 ・ 議員の自宅、議員本人及び議員の家族が所有する物件に対する事務所賃借料 

 ・ 市議会議員選挙に使用する期間（選挙運動期間中及び投票日）の事務所費 

 

留意点 

・ 充当の可否は当該事務所を政務活動に使用しているかどうかで判断すること

となり、以下の要件を満たすこと。 

 （１） 外観上の形態を有していること。（○○議員事務所等の看板設置等） 

 （２） 事務所としての機能を有していること。（事務・応接スペース、事務備

品等） 

 （３） 賃貸契約の名義人が議員又は会派であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 29 年度 議会改革実践講座（案） 

 
実施日 平成 29 年 4 月 21 日（金） 9 時半～15 時（予定） 

 

内容 

 

１、 開会挨拶（尾山議長） 
 

２、 基調講演（議員、議会モニターに関心のある方など） 
 

講師：中村 健 氏（早稲田マニフェスト研究所 事務局長） 
＜Profile＞ 

１９７１年徳島県池田町生まれ。ＪＲ四国社員を経て、平成１１年、２７歳で徳

島県川島町長に初当選。全国最年少の首長となる。町長を２期務めた後、平

成１６年に川島町を含む４町村が合併し吉野川市が発足するにあたり、地方

自治の探求を目的に早稲田大学大学院公共経営研究科に入学する。早稲

田大学マニフェスト研究所で研究員を兼務しながら、大学院を首席で修了。

修士論文は大隈賞を受賞。現在は、早稲田大学マニフェスト研究所事務局

長。議会改革や行財政改革、協働のまちづくり、ICT を活用した政策立案・政

策判断手法、職員の意識改革、選挙など地方自治体が抱える様々なテーマ

に取り組んでいる。 
 

３、 質疑応答 
 

（昼休憩） 
 

４、 グループワーク（議員、議会事務局職員） 

 
＜備考＞ 過去に実施した講演、講座（抜粋） 

・住民が納得する議会報告会とは 

・なぜ議会報告会は人が集まらないのか 

・間違いだらけの視察の現状。効果的な視察とは 

・議会基本条例制定後の現状と運用について 

・議会改革度調査からの報告 ～浮かび上がる議会改革の方向性～ 

・議員の仕事から、定数と報酬を考える 

・議会改革の進め方 

・議会改革からはじまる持続可能なまちづくり 

・調査報告・議会改革度調査、最新ランキングとその傾向 

 

資料２ 


